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目的 脳移切除後の予後に関わる因子を明らかにする 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

脳転移切除 780 例 
生存期間中央値 全：6.7 月、単発：7.8 月、多発 5.4 月 
手術前に神経症状がなく、肺や他の臓器に転移がない患者が良い。 
 
 
 
 
 
 
 

結論 

単発、手術前に神経症状がなく、肺や他の臓器に転移がない患者につ

いては、脳転移の切除は緩和的に価値があると統計学的に言える。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
 
脳転移の切除を行う際の患者選択に有益な因子を明らかにしている。

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




